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(1 0)安藤優一郎､前掲書､三六五頁｡(‖)上安祥子『経世論の近世』　(青木書店､二〇〇五)一二頁｡(_ 2)上田藤十郎『近世の荒政』　(大雅堂へ一九四七)六～八頁｡(_ 3)　｢御触書天明集成』　｢米穀之部｣大明四辰年四月､一一九〇二｡(_ -1)　なおへ　｢囲米売払方督励｣　(『東京市史稿』産業編第二十一､
天明七年六月二日)　も同様に囲穀を禁止している｡





民惟邦本へ　本圃邦華｡予視天下､愚夫愚婦､一能勝予｡一人三失､怨岩有明､不見是固｡予臨兆民へ懐乎若朽索之敵六馬｡為人上着､奈何不敬｣｡01朝子l r18--9個71｢民国i ROえ~小甘耳BOTO叫社訓-至TJ｡F古刀｡TT申告91王朝RTス~書ILF中型苦言F･ '十手を-早産i司]一九九七､同｢18本~フTh･ '千本中~不平TJ旦~小耳雪葛ス~RT6Ft0L
lF記せ卑生:l　八八､一九九九へ　召Er尋｢壬生辛fT BO主副別当?.せ91中耳斗民国≒　『韓国史研究』　二二八､二〇〇亡｡日本語で読めるものとしては､李泰鎮｢朝鮮時代の　『民本』意識の変遷と一八世紀『民国』　理念の台頭｣　(F日韓共同研究叢書三　国家理念と対外認識-一七～十九世紀H慶應義塾大学出版会､一一〇〇一)｡
『易経｣天象｢象臼､山附於地｡別､上以厚下安宅也｣｡『国本論』巻之一(『日本経済大典』第十三巻)､一三ヒ頁｡『国本論』巻之一(『日本経済大典』第十三巻)､二二九～二二〇栗『大学経文講義』　｢止於至善｣　(『楽翁公遺書』　下巻)　五八～五九頁｡『大学経文講義』は室鳩巣の　『駿台雑誌』を多く引用しているが､『駿台雑誌』　でも倹約が民との相関的関係から論じられている｡室鳩巣は､定信の祖父でもあり享保の改革を推進した第八代将軍徳川吉宗の侍講であった｡『大学経文講義｣　｢治国｣　(『楽翁公遺書』下巻)　二ハ十四頁｡先の引用末尾の　｢蓄積もとり出る｣　は､『大学』伝第十葦の｢貨惰りて入る者は､亦た悟りて出ず｣にもとづく｡
四六
(26)『隋書』巻∴十川志第十九｢食貨｣｢詔社倉､准上中下三等税､上戸
不遇一石､中戸不遇七斗､下戸不適四斗｣｡
(27)　三浦囲雄『朱子』　(講談社､一九七九)一六六頁｡(28)　この時期､朱子は四書集註の大概を確定するなど､経書の
注釈書を活発に著述した｡『朱子年譜長編』　(華東師範大智出版社､二〇〇一)参照｡
(29)代表的なものとしては､楠本正継『未明時代儒学思想の研究』
(大修館書店､一九二九)､上田藤十郎､前掲書｡
(30)　それを自治的なものとして理解したのは､特に近代になっ
ての見方である｡たとえば柳田閥男は当時農商務省官僚として自治的な｢社倉｣　のイメージから信用組合の実施を試みた　(柳田園男F時代と農政｣)｡この点について､詳細は後稿を期したい｡
(3 1)(訳‥米六､七千俵を買い上げるよう命じて､代官に預けて
おいて､高利の米を借りている百姓たちに'低利で貸す)｡
(32)収録する朱薫の文は､｢建寧府崇安県正夫社倉記｣　(｢晦庵先
生朱文公文築山､以下『文集』)､｢糞州金華県社倉記｣　(『文集』第七十九巻)へ　｢建寧府建陽延長灘礼倉記｣　(『文集H第七十九巻)｢建寧府建陽県大間祉倉記｣(『文集山第七十九巻)､｢郡武軍光輝県社倉記｣　(刊文集』第八十巻)､｢常州宜輿県社倉記｣　(『文集』第八十巻)､｢建昌華南城県呉氏社倉記｣　(『文集』第八十巻)､｢満城県永利倉記｣　(『~文集』第八十巻)､｢江田運司養済院記｣　(『文集』第七十九巻)　であり､『文集』　の｢社倉記｣を余すことなく載せている｡
(33)　その他､｢社倉｣　について言及している著述として以下のも
のか挙げられる｡山鹿素行『山鹿語録｣　(刊山鹿素行全集』)､浅見細斉田社倉法師説』(〒浅見綱斉集』)'大月履斎『燕居偶筆』(『日本思想大系』一二十八)､農夫洒彦じれ倉解語山　(F円本経済大典』第四十四巻)､宇佐見潤水『社倉考』(｢日本経済叢書田巻十一)､斉藤止謙『救荒事宜』(日日本経済大典』第四十六巻)､三輪執斎F救餓大意』　(『日本経済叢書』巻六)､などがある｡
(34)加地伸行『中井竹山･中井履軒』　(明徳出版社､一九八〇)(35)　『社倉私議』(『日本経済大典』第二十三巻)五四七～五四九頁｡(36)『東京市史福士産業編　第三十一｢松平定信意見書｣　天明七
年六月｡　　　　　　/
(37)上聞藤十郎､前掲書､十頁｡(38)　『手下人言』｢郷倉の整備｣　(干~宇下人言･修行録』岩波書店､
一九四二)九〇頁｡(訳‥享保の時代に設置された大坂の御嵩籾も､半分以上取り出し､江戸の御囲米も無名無実になっていた)｡
(3)藤田覚F松平定信』　(中央公論社､一九九三)､六六～八五頁｡(40)　『江戸町触集成』九巻｢七分積金令｣寛政三年十二月二十九日｡
(訳‥全ての藩においては諸大名の囲穀を始めとして､京都･大坂そのほかなどには凶年の備えがあるけれどもへ　江戸はその備えもないので､町方を改正の士へ　町人用の費用を減少し'これで非常の備囲籾ならびに積金をしておかなけれ､ばならない｡)
(〓)千手下人一一一一苫　｢社倉｣一五四～一五五頁｡(42)　『宇卜人言』｢郷倉の整備｣九一頁｡(訳‥大坂三郷において
志あるものは寄付するように令を出したら､人々はみな御
仁恵に感戴して多く出した｡)
(43)藤田党､前掲書へ　六八頁｡(柄)｢東京市史楠田雇業繍　第三十七｢町人用波方評儀二村書取｣
寛政二年十二月十二日｡(訳‥地主は人数が少なく､小前は多数であるから､多数の人々の気持ちに合うことはなおさら永続にできるとことと思う｡(中略)永久のことであるから､今一応意見を尋ねている｡)
(価)　『手下人言｣　｢郷倉の整備｣九二頁｡(46)島田屡次『大学･中庸』　(朝日新聞社､一九六七)､一一四頁｡(47)『大学経文講義』　｢治国｣　(『楽翁公遺書』下巻)一五八頁｡
